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例② 2p軌道に2個電子ある場合(炭素原子).
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授業の概要               なわ鰯飩のは
1.量子論の必要性             化学の基礎77講
口原子中の電子のスペクトル        (東 京大学教養学部化学部会編 )
水素原子のBaher系列など、ボーアモデル  量子化学 (原田義也著)
・粒子性と波動性 アトキンス 物理化学 → 章末問題
光電効果、回折・干渉、de Brohe波

物理化学演習I(高橋博彰著 )2.量子論の基礎
・S山面dingcr方程式
ハミルトニアン、エネルギー、波動関数、密度、不確定性原理、波動方程式
El次元箱中の粒子
ハミルトニアン、エネルギー、存在確率、規格直交化、ポリエンのエネルギーと鎖長、縮退
・2原子分子の振動
ハミルトニアン、波動関数、存在確率、調和振動子
3.原子の構造と性質
・水素原子
ハミルトニアン、変数分離、エネルギニ、電子軌道の空間分布、極座標表現、
・多電子原子
ヘリウム原子、有効核電荷、摂動法、変分法、HF‐SCF、 構成原理
4.化学結合と分子
E水素分子イオン、水素分子
何故分子ができるか?結合性・反結合性軌道、重なり積分、共鳴積分、クニロン積分、
スピン、LCAO―MO
・等核、異核2原子分子
分子軌道の組み立て、極性


